
 
 

温
泉
は
源
泉
か
け
流
し
、
泉
質
は
単
純
温
泉
、
弱
ア
ル
カ
リ
性

で
浸
透
圧
分
類
で
は
低
張
性
、
源
泉
か
け
流
し
の
浴
槽
端
は
茶
黄

色
の
鉱
石
の
ご
と
く
堆
積
物
が
波
う
っ
て
い
た
。
男
七
人
が
入
っ
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東
北
の
城
跡
と
温
泉
紀
行 

 
 

 
 

 
 

藤
川
昌
寛 

日
程
２
０
１
１
年
５
月

13
日
（
金
）
～

17
日
（
火
）
４
泊
５
日 

・
メ
ン
バ
ー
平
田
和
久
（
古
城
評
論
家
）. 

山
本
正
隆
（
国
際
温

泉
評
論
家
）
、
山
本
紀
美
子
夫
妻
、
川
口
昭
博
（
レ
ン
タ
カ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
）
、
阪
田
正
博
（
自
車
ド
ラ
イ
バ
ー
）
、
井
上
孝
郎
、
倉
橋

政
則
、
藤
川
昌
寛
・
８
人
・
い
ず
れ
も
広
島
大
学
山
岳
部

OB
で
、

信
州
鹿
島
槍
ケ
岳
山
麓
・
青
木
湖
畔
に
建
つ
鹿
島
ク
ラ
ブ
（
広
島

大
学
山
岳
部

OB
有
志
で
作
っ
た
二
代
目
山
荘
）
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。 

本
計
画
は
古
城
評
論
家
・
平
田
和
久
氏
が
城
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
国
際
温
泉
評
論
家
山
本
正
隆
氏
が
古
城
跡
、

温
泉
、
宿
舎
、
コ
ー
ス
を
決
め
て
４
泊
５
日
の
絶
妙
の
北
東
北
の

旅
に
仕
上
げ
た
。
山
本
正
隆
氏
は
世
界

40
ケ
国
以
上
の
温
泉
を
探

査
し
、
20
年
近
く
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
発
信
を
続
け
‘
06
年
に

「
世
界
温
泉
紀
行

６６
湯
」
を
上
梓
さ
れ
た
。
海
外
実
践
済
の
レ
ン

タ
カ
ー
利
用
探
訪
方
式
が
今
回
も
採
ら
れ
た
。
先
導
車
ナ
ビ
は
勿

論
山
本
正
隆
さ
ん
で
あ
る
。 

盛
岡
駅
集
合
13
日
14
時
。
レ
ン
タ
カ
ー
一
台
と
阪
田
車
で
、
阪

田
車
と
の
待
ち
合
わ
せ
は
岩
手
山
Ｓ
Ａ
で

15
時

30
分
で
あ
っ
た
。

道
順
は
岩
手
・
秋
田
・
岩
手
と
反
時
計
に
回
っ
て
盛
岡
駅
で
解
散

予
定
で
あ
っ
た
。 

５
月
13
日
（
金
）
晴
れ 

初
日

13
（
金
）
は
岩
手
山

SA
で
全
員
集
合
し
15
時
30
分
発
八
戸

自
動
道
を
北
東
に
向
っ
た
。 

① 

一
戸
城
と
九
戸
城
を
探
訪
、 

九
戸
城
跡
は
国
指
定
史
跡
で
あ
り
、
二
戸
の
市
街
地
を
含
む
馬
淵

川
・
白
鳥
川
・
猫
淵
川
の
三
河
川
に
囲
ま
れ
た
室
町
年
代
創
設
の

城
域
八
五
〇
米
×
六
五
〇
米
広
さ
の
小
高
い
段
丘
上
の
山
城
で
あ

っ
た
。 
 

本
丸
跡
、
二
の
丸
跡
、
三
の
丸
跡
が
点
在
し
、
石
沢
館
と
若
狭

館
が
並
ん
で
一
城
の
形
を
な
す
。
現
在
は
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
一
面
に
深
い
緑
草
が
生
え
八
重
さ
く
ら
の
盛
り
で
あ
っ

た
。 

 

今
晩
の
泊
り
は
、
岩
手
の
名
湯
・
侍
の
湯
と
言
わ
れ
て
来
た
金

田
一
温
泉
（
岩
手
県
二
戸
市
＝
陸
奥
国
）
の
「
お
ぼ
な
い
」
割
烹

旅
館
だ
。

17
時
40
分
着
。 

計
画
書
を
見
た
時
か
ら
、
金
田
一
温
泉
と
聞
く
と
胸
を
わ
く
わ

く
さ
せ
て
い
た
。
金
田
一
家
は
南
部
藩
の
氏
族
で
あ
り
先
祖
は
金

田
一
を
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ
、
金
田
一
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
国
語
学
・
言
語
学
者
の
金
田
一
京
助

は
、
先
祖
が
金
田
一
周
辺
を
領
地
に
し
て
い
た
関
係
で
た
び
た
び

来
訪
し
て
い
る
。 

 

金
田
一
京
助
は
ま
た
歌
人
で
も
あ
り
、
金
田
一
温
泉
を
詠
ん
だ

歌
も
残
し
て
い
る
。
緑
風
荘
前
に
歌
碑
（
な
つ
か
し
き
故
郷
の
丘

の
石
の
お
も
我
が
名
を
刻
む
と
は
の
あ
か
し
に
）
が
あ
る
そ
う
だ
。

（
時
間
の
関
係
で
不
見
）
、 



 
 

⑨
国
道

7
号
を
40
ｋｍ
走
っ
て
、
山
内
城
（
南
秋
田
郡
五
城
目
町

山
内
）
に
到
着
。
山
城
で
あ
る
。
城
域
四
百
米
×
二
百
五
十
米
、
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て
も
広
く
、
湯
治
客
に
向
い
て
い
る
と
感
じ
た
。
割
烹
旅
館
だ
け

あ
っ
て
料
理
は
食
べ
き
れ
な
い
位
だ
っ
た
。
翌
日
早
朝
も
入
浴
、

浴
室
の
外
は
木
道
が
あ
っ
て
東
屋
、
水
車
が
あ
っ
た
。 

翌
朝
、
こ
の
宿
の
女
将
岩
手
弁
で
な
ご
り
お
し
そ
う
に
語
り
続

け
る
。
紀
美
子
夫
人
に
南
部
せ
ん
べ
い
と
、
ち
ょ
っ
と
日
が
過
ぎ

た
リ
ン
ゴ
を
下
さ
る
。
お
ぼ
な
い
旅
館
前
で
女
将
も
入
っ
て
全
員

の
記
念
写
真
を
撮
る
。
今
回
も
す
べ
て
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
象

の
写
真
撮
影
は
、
山
本
正
隆
氏
で
あ
る
。 

今
回
、
山
本
紀
美
子
夫
人
が
同
伴
さ
れ
た
。
山
本
紀
美
子
夫
人

は
、
山
本
正
隆
（
国
際
温
泉
評
論
家
）
氏
と
と
も
に
海
外
の
温
泉

探
訪
を
毎
年
経
験
さ
れ
、
国
内
温
泉
探
訪
に
も
主
人
に
同
伴
さ
れ

る
。
ス
キ
ー
も
大
変
お
上
手
で
毎
年
北
海
道
ニ
セ
コ
、
信
州
白
馬
、

鹿
島
槍
、
燕
温
泉
周
辺
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
。 

そ
の
山
本
紀
美
子
夫
人
が
こ
の
日
、
左
記
を
詠
う
。 

八
重
桜
咲
き
て
こ
ぼ
る
る
城
跡
に
集
え
る
友
の
笑
顔
清
け
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

山
本
紀
美
子
作 

５
月

１4
日
（
土
）
晴
れ 

昨
日
予
定
残
し
の 

② 

戸
城
へ
、
山
城
、
馬
淵
川
と
熊
原
川
と
の
合
流
点
に
あ
る
標

高
百
三
十
米
、
城
域
九
百
米
×
二
百
米
の
城
山
公
園
に
な
っ
て

い
る
。
本
日
は
北
東
北
を
東
（
八
戸
）
か
ら
西
（
男
鹿
半
島
）

へ
北
東
北
横
断
で
あ
る
。
岩
手
県
か
ら
秋
田
県
鹿
角
市
へ
入

る
。 

④
大
湯
館
（

10
時
23
分
～

11
時
10
分
鹿
角
市
十
和
田
大
湯
字
和

田
）
平
山
城
、
城
域
六
百
米
×
四
百
米
、
雑
草
が
繁
茂
、
堀
、
本

丸
跡
の
看
板
が
く
す
ん
だ
り
、
倒
れ
て
い
る
。
清
姫
神
社
の
隣 

⑤
小
枝
指
館
（

11
時
～

12
時
25
分
秋
田
県
鹿
角
市
花
輪
古
館
）

標
高
百
五
十
米
、
中
世
創
設
、
城
域
七
百
米
×
三
百
米
舌
状
台
地

城
で
、
空
堀
で
仕
切
っ
て
複
数
の
曲
輪
と
し
て
い
る
。 

⑥
小
平
館
（

12
時
～
12
時

25
分
）
丘
の
周
囲
の
田
ん
ぼ
道
を
一

周
、
空
堀
の
と
こ
ろ
に
駐
車
、
近
く
の
農
夫
に
聞
く
も
分
か
ら
ず
。

道
は
な
く
藪
こ
ぎ
（
道
の
な
い
藪
を
手
で
押
し
分
け
上
る
こ
と
）
。 

国
道

103
号
を
西
へ
大
館
市
へ
向
か
う
。
途
中
田
ん
ぼ
の
中
の
食
事

処
で
秋
田
名
産
・
比
内
地
鶏
の
産
地
「
比
内
地
鶏
の
親
子
丼
」
を

食
べ
る
（

12
時
45
分
）
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。 

⑦
大
館
城
（

13
時
40
分
～

14
時
10
分
）
大
館
市
字
中
城
・
平
山

城
、
国
指
定
史
跡
、
城
域
六
百
米
×
四
百
米
、
城
跡
（
本
丸
跡
）

は
公
園
化
（
桂
城
公
園
）
さ
れ
て
い
る
。
鼓
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ

の
秋
田
犬
博
物
館
を
全
員
が
見
学
し
た
。
内
陸
に
別
れ
を
告
げ
、

西
へ
約

50
ｋｍ
日
本
海
側
に
で
る
。 

⑧
檜
山
城
（

15
時

30
分
～

15
時

45
分
）
能
代
市
檜
山
字
古
館
、

別
名
霧
山
城
と
言
わ
れ
た
。
城
域
百
六
十
米
×
百
五
十
米
、
標
高

百
四
十
米
、
山
城
、
国
指
定
史
跡
だ
け
あ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
た
。

山
道
を
車
で
強
引
に
上
が
る
。 
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戦
国
期
創
設
。
小
倉
温
泉
駐
車
場
の
奥
側
端
か
ら
登
る
が
、
山
の

中
は
す
で
に
獣
道
だ
（
山
道
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
獣
だ
け
が
通

れ
る
道
の
こ
と
）
。 

山
内
城
一
族
郎
党
慰
霊
塔
が
雑
草
に
埋
も
れ
て
い
た
。
二
つ
に
別

れ
た
曲
輪
跡
（
城
の
一
定
の
区
域
の
周
囲
に
築
い
た
土
や
石
の
か

こ
い
）
を
上
っ
た
り
下
っ
た
り
し
、
歩
き
回
る
。 

男
鹿
半
島
八
郎
潟
干
拓
地
の
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
道
路
を

40
ｋｍ

走
っ
て
今
夜
の
温
泉
・
宿
に
着
く
。 

今
夜
の
温
泉
・
宿
は
男
鹿
半
島
北
側
突
端
に
あ
る
男
鹿
温
泉
郷

の
中
の
国
民
宿
舎
「
男
鹿
」（
男
鹿
市
北
浦
湯
本
字
中
里

21
の

19
）

で
あ
る
。 

井
上
孝
郎
植
物
博
士
指
導
で
途
中
で
採
っ
て
き
た
山
菜
の
料
理

を
頼
む
と
、
胡
麻
和
え
と
茹
で
た
も
の
が
食
前
に
運
ば
れ
た
。 

さ
す
が
美
味
し
か
っ
た
、
こ
こ
は
親
切
だ
。
翌
日
の
阿
部
旅
館

で
は
断
ら
れ
た
。
夕
食
後
入
浴
し
た
。
泉
質
は
純
弱
炭
酸
食
塩
泉
、

飲
用
も
で
き
る
。
口
に
す
る
と
一
寸
し
ょ
っ
ぱ
い
。
湯
は
熱
く
て

半
身
浴
の
ま
ま
我
慢
す
る
。
浴
槽
に
は
し
ば
ら
く
経
て
か
ら
よ
う

や
く
入
れ
た
。
皆
引
き
揚
げ
、
最
後
に
な
っ
た
私
は
ま
だ
入
浴
し

た
。
地
元
の
若
者
が

2
、
3
人
入
っ
て
く
る
。
仕
事
を
終
え
て
来

た
の
で
あ
ろ
う
、
洗
う
こ
と
は
あ
ま
り
せ
ず
秋
田
弁
で
し
ゃ
べ
り

続
け
る
。
湯
船
の
中
へ
は
あ
ま
り
入
ら
ず
、
半
身
浴
を
繰
り
返
す
。

温
泉
が
一
日
の
最
後
の
務
め
の
よ
う
で
あ
る
。
地
元
の
人
は
近
く

に
あ
っ
て
う
ら
や
ま
し
い
。 

 里
人
も
知
ら
ぬ
山
城
訪
ね
ゆ
き
道
な
き
山
路
を
君
は
登
り
き 

耕
運
機
動
か
す
夫
婦

ふ

た

り

の
み
あ
り
て
八
郎
潟
の
田
ん
ぼ
は
広
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本
紀
美
子
作 

５
月

１5
日
（
日
）
晴
れ 

 

朝
飯
前
に
、
全
員
で
「
風
山
」
へ
行
く
。
山
麓
か
ら
頂
が
見
渡

せ
る
位
置
に
く
る
と
、
あ
ち
こ
ち
に
地
元
の
車
が
あ
り
、
ほ
お
か

ぶ
り
の
女
性
が
山
菜
を
取
っ
て
い
る
。 

標
高

3
5
5
m
周
囲
が
す
べ
て
緑
の
芝
生
に
覆
わ
れ
た
休
火

山
で
、
大
潟
村
と
入
道
崎
が
と
り
ま
い
て
い
る
。 

今
回
は
雲
に
阻
ま
れ
見
れ
な
か
っ
た
が
、
鳥
海
山
が
見
え
る
由
。

日
本
海
と
干
拓
地
の
眺
望
は
、
早
朝
だ
け
に
胸
が
す
く
思
い
だ
っ

た
。
往
復
１
時
間
だ
っ
た
。 

朝
食
8
時
。
8
時

40
分
宿
発
。
男
鹿
半
島
外
周
を
反
時
計
回
り

で
進
む
。
こ
れ
は
宿
の
勧
め
で
男
鹿
半
島
西
端
の
海
岸
線
が
す
ば

ら
し
い
ら
し
い
の
で
訪
れ
た
。
男
鹿
半
島
は
な
ま
は
げ
で
有
名
だ
。 

ま
ず
入
道
崎
（

8
時
50
分
～

9
時
05
分
）
だ
。
日
本
の
灯
台
50

選
の
入
道
崎
灯
台
を
見
る
。
北
緯

40
度
の
碑
に
立
つ
。
日
本
海
が

濃
紺
で
心
な
し
か
湾
曲
し
て
い
る
。
黒
褐
色
の
岸
壁
、
波
打
ち
際

は
白
波
が
た
っ
て
、
本
旅
行
中
一
番
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の

入
道
崎
は
夕
陽
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
で
、
夏
は
勿
論
、
春
秋
冬
人
気
が

あ
る
そ
う
だ
。 

は
ろ
ば
ろ
と
地
球
の
丸
さ
思
ひ
い
る
北
緯
四
十
度
の
岬
に
立
ち
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
         

山
本
紀
美
子
作 
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男
鹿
半
島
西
端
の
海
岸
線
の
ド
ラ
イ
ブ
。
海
岸
線
か
ら
高
度
を

上
げ
、
半
島
山
間
部
に
入
る
戸
賀
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
一
段
と

高
い
眺
望
が
開
け
、
高
度
を
下
げ
て
青
砂
川
が
流
れ
る
賀
茂
湾
の

賀
茂
青
砂
が
み
ら
れ
る
。
海
岸
線
に
は
白
糸
の
滝
、
孔
雀
の
窟
、

奇
岩
の
ゴ
ジ
ラ
岩
が
散
見
で
き
た
。 

⑩
海
岸
に
突
き
出
た
岬
の
上
に
「
双
六
館
」
（

9
時

45
分
～

10

時
）
戦
国
期
創
設
。
波
打
ち
際
か
ら
岩
を
登
り
ブ
ッ
シ
ュ
（
雑
草

木
）
を
か
き
分
け
登
る
も
ブ
ッ
シ
ュ
の
繁
茂
が
ひ
ど
く
、
時
間
を

取
る
の
で
平
田
古
城
評
論
家
は
諦
め
る
。 

⑪
男
鹿
半
島
最
南
側
に
「
脇
本
城
」
を
訪
ね
る
。
小
山
を
登
っ

て
、
標
高
百
米
の
平
山
城
（
戦
国
期
）
を
み
る
。
城
域
四
百
米
×

五
百
米
、
公
園
化
さ
れ
て
い
て
、
日
本
海
が
よ
く
見
渡
せ
ら
れ
た
。

こ
の
情
景
は 

波
寄
す
る
湾
を
見
下
ろ
す
脇
本
城
名
残
の
桜
タ
ン
ポ
ポ
の
野
辺 

山
本
紀
美
子
作 

 

鳥
海
山
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
探
す
。
出
発
間
際
、
阪
田

さ
ん
の
指
摘
で
車
の
前
方
湾
の
上
方
に
靄
の
中
に
し
っ
か
り
雪
を

頂
く
鳥
海
山
が
幻
の
ご
と
く
見
え
た
。
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、
思

わ
ず
出
発
前
の
ナ
ビ
設
定
に
忙
し
か
っ
た
山
本
さ
ん
に
報
告
す
る
。 

こ
こ
か
ら
秋
田
市
ま
で
は

30
㎞
だ
。 

⑫
秋
田
城
は
国
指
定
で
丘
城
、
城
域
五
百
五
十
米
×
五
百
五
十

米
、
築
7
3
3
年
（
天
平
5
年
）
天
平
時
代
の
政
庁
跡
と
し
て
発

掘
さ
れ
整
備
さ
れ
て
公
園
と
な
り
、
鳥
瞰
模
型
ま
で
屋
外
に
展
示

さ
れ
て
あ
る
。 

⑬
「
久
保
田
城
」
は
秋
田
市
千
秋
公
園
内
に
あ
り
、
平
山
城
は
、

城
域
千
五
十
米
×
六
百
二
十
米
、
千
六
百
年
創
設
、
今
は
公
園
化

さ
れ
て
い
る
が
、
城
跡
の
形
を
残
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
よ
り
角
館
市
へ
移
動

57
㎞
。 

途
中
道
の
駅
「
協
和
」
で
遅
い
昼
食
‘
稲
庭
う
ど
ん
‘
を
食
す
。

地
元
名
産
だ
、
麺
に
適
度
の
コ
シ
と
粘
り
が
喉
越
に
美
味
し
か
っ

た
。 角

館
は
東
北
の
小
京
都
と
言
わ
れ
、
武
家
屋
敷
の
並
ぶ
道
の
両

側
に
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
あ
り
、
町
内
に
は
４
０
０
本
あ
る
内
百
六

十
本
が
天
然
記
念
物
で
、
樹
齢
三
百
年
以
上
の
古
木
も
あ
る
。 

⑭
角
館
城
、 

平
山
城
、
城
域
六
百
米
×
百
米
、
高
城
、
中
城
、
空
堀
あ
り
、

古
城
山
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
百
米
は
登
っ
た
。
道
両
端
に
陽
当

た
り
が
良
い
の
か
立
派
な
蕨
が
伸
び
て
お
り
、
思
わ
ず
二
束
も
持

ち
帰
っ
た
。 

城
の
南
側
よ
り
、
院
内
川
と
合
流
し
た
檜
木
内
川
が
南
流
し
て
、

角
館
町
が
一
望
に
見
渡
す
こ
と
が
出
来
た
。 

武
家
屋
敷
を
徐
行
中
、
屋
台
「
お
ば
さ
ん
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

を
見
つ
け
皆
が
食
べ
た
。 

 

こ
れ
よ
り
本
日
の
温
泉
・
宿
に
向
け

90
ｋｍ
の
移
動
開
始
。 

国
道

105
号
を
南
下
し
「
大
曲

ＩＣ
」
で
秋
田
自
動
車
道
に
入
っ
た
。

横
手
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
湯
沢
横
手
道
へ
入
り
「
湯
沢

ＩＣ
」
を
出
て
、
国
道

小
安
街
道
を
南
下
し
た
。 

栗
駒
山
（1

6
2

7

ｍ
）
の
西
麓
・
皆
瀬
川
最
上
流
の
山
間
部
に
噴

煙
が
至
る
所
に
上
が
っ
て
い
た
。
大
湯
温
泉
が
見
え
て
き
た
。 



 

 

横
手
Ｉ
Ｃ
か
ら
秋
田
自
動
車
道
を
東
進
、
岩
手
県
に
入
る
「
北

上
江
釣
子
Ｉ
Ｃ
」
で
北
上
市
に
入
る
。
早
め
の
昼
食
を
と
る
。 

 

5

    

奥
小
安
峡
の
大
湯
で
あ
る
日
本
秘
湯
を
守
る
会
に
属
す
る
一
軒

宿
「
阿
部
旅
館
」
に
着
い
た
。 

開
湯
は
文
化
年
間
。
館
内
の
男
女
別
温
泉
と
、
川
の
流
れ
に
沿

っ
て
側
に
露
天
風
呂
の
天
然
川
風
呂
・
せ
せ
ら
ぎ
の
風
呂
・
河
鹿

の
風
呂
が
あ
っ
た
。 

泉
質
は
硫
黄
泉
、
泉
源
温
度

９７
℃
と
高
温
度
で
あ
る
。
ス
リ
ッ

パ
は
使
わ
な
い
で
床
は
黒
ぴ
か
に
清
掃
磨
か
れ
て
あ
っ
た
。
山
菜

料
理
が
主
体
で
あ
っ
た
。 

日
本
海
側
の
朝
日
岳
に
咲
く
白
根
葵
の
紫
色
の
大
形
四
弁
の
花

が
、
玄
関
脇
に
は
自
生
し
て
い
た
。 

本
物
の
秘
湯
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
、
温
泉
で
し
た
。 

５
月

１6
日
（
月
）
晴
れ 

昨
日
予
定
残
し
の
横
手
城
へ
向
か
う
。
小
安
街
道
を
北
上
、「
こ

ま
ち
湯
っ
く
り
ロ
ー
ド
」
に
入
る
。
途
中
小
安
岳
、
山
伏
岳
の
北

山
麓
に
有
名
な
泥
湯
温
泉
を
見
物
し
た
。 

奥
山
旅
館
、
小
椋
旅
館
他
一
軒
だ
け
の
谷
間
の
温
泉
、
秋
田
県

湯
沢
市
高
松
字
泥
湯
沢

25
。
泉
質
は
硫
化
水
素
泉
で
、
白
く
濁
っ

て
い
る
。
内
湯
は
単
純
硫
黄
泉
、
一
帯
は
硫
化
水
素
の
臭
い
が
漂

っ
て
い
て
足
湯
も
あ
っ
た
。
山
本
さ
ん
は
丹
念
に
山
手
側
に
回
り
、

各
露
天
風
呂
を
（
入
浴
者
は
い
な
い
）
探
索
し
て
い
た
。 

更
に
奥
地
に
進
み
高
度
を
上
げ
て
峠
に
着
い
た
と
こ
ろ
が
、
川

原
毛
地
獄
だ
っ
た
。
駐
車
場
（
６
０
台
）
の
先
は
残
雪
の
た
め
通

行
止
め
。
こ
こ
で
全
体
を
見
通
す
こ
と
が
出
来
た
。
硫
化
水
素
の

臭
い
が
あ
た
り
に
立
ち
込
み
、
草
木
の
生
え
な
い
灰
色
の
山
肌
の

至
る
所
に
蒸
気
を
噴
出
し
、
鼻
を
つ
く
硫
黄
臭
が
漂
っ
て
い
る
。 

賽
の
河
原
が
あ
る
、
ど
こ
か
で
見
た
風
景
だ
。 

川
原
毛
地
獄
山
は
青
森
県
の
恐
山
、
富
山
県
（
越
中
）
立
山
と

並
ぶ
日
本
三
大
霊
地
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。（
恐
山
は
、
私

達
家
族
五
人
が
二
ケ
年
間
青
森
県
下
北
半
島
む
つ
に
住
ん
だ
裏
山

で
、
よ
く
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
井
造
船
か
ら
日
本
で
最
初

に
作
る
原
子
力
船
む
つ
建
造
に
携
わ
っ
た
）
大
同
２
年
に
同
窓
和

尚
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
標
高
八
百
米
、
道
路
閉
鎖
期
間

（
通
常
）

１１
月
上
旬
～
５
月
上
旬
。 

 

今
回
は
時
間
の
都
合
で
行
け
な
か
っ
た
川
原
毛
大
湯
滝
は
、
川

原
毛
地
獄
駐
車
場
よ
り
徒
歩

１５
分
で
行
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
滝

そ
の
も
の
が
温
泉
と
い
う
日
本
一
の
「
滝
の
湯
」
で
あ
る
。
１

ｋｍ
上

流
で
湧
出
す
る
温
泉
が
泥
水
と
合
流
し
、
２０
ｍ
の
高
さ
か
ら
流
れ

落
ち
る
。
滝
壺
や
渓
流
は
、
す
べ
て
天
然
の
露
天
風
呂
だ
。
入
浴

適
期
は
７
月
上
旬
～
9
月
中
旬
、
入
浴
の
際
は
水
着
着
用
。 

 

こ
こ
か
ら
引
き
返
し
、
須
川
Ｉ
Ｃ
へ
出
て
、
湯
沢
横
手
道
を
横

手
Ｉ
Ｃ
へ
進
む
。 

⑮
横
手
城 

 
横
手
市
横
手
公
園
と
な
っ
て
い
る
本
丸
跡
、
二
の
丸
跡
を
歩
き

横
手
市
内
を
睥
睨
す
る
。
城
域
五
百
米
×
壱
千
米
、
標
高
百
米
。 
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⑯
高
館 

北
上
市
内
に
あ
る
。
丘
城
で
城
域
三
百
四
十
米
×
百
五
十
米
、 

戦
国
時
代
創
建
。
丘
に
近
づ
く
が
取
り
付
く
場
所
が
わ
か
ら
ず
、

そ
ば
の
農
家
に
聞
く
も
戦
時
中
、
上
の
方
で
畑
を
作
っ
て
い
た
記

憶
が
あ
る
程
度
で
城
址
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

な
ん
と
か
畑
へ
の
道
を
藪
漕
ぎ
（
道
は
な
く
雑
草
木
を
掻
き
分

け
坂
を
登
る
こ
と
）
で
登
る
。
曲
輪
跡
、
堀
、
土
塁
が
一
の
台
か

ら
五
の
台
ま
で
お
ぼ
ろ
げ
に
確
認
で
き
た
。
平
田
さ
ん
、
農
家
に

寄
り
御
礼
と
と
も
に
高
館
の
資
料
を
渡
す
。 

北
上
市
か
ら
東
に
釜
石
秋
田
自
動
車
道
を

47
ｋｍ
向
か
い
遠
野

市
へ
進
む
、
こ
の
道
の
先
は
津
波
被
害
の
釜
石
、
大
船
渡
に
通
ず

る
。 遠

野
市
は
北
上
高
地
の
中
南
部
に
位
置
し
、
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
柳
田
国
男
著
『
遠
野
物
語
』
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

⑰
遠
野
城
（
鍋
倉
城
） 

遠
野
市
民
会
館
裏
手
の
鍋
倉
山
全
山
が
鍋
倉
城
跡
で
あ
る
。 

山
城
で
あ
る
。
城
域
は
四
百
米
×
三
百
米
と
広
い
。
深
い
青
草

の
本
丸
跡
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
す
る
。
土
塁
は
地
震
の
為
地
割
れ
し
、

土
砂
崩
れ
寸
前
だ
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
応
急
的
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

戦
国
末
期
創
建
。
今
度
は
西
方
向
の
内
陸
へ
引
き
返
し
、
50
ｋｍ
進

ん
で
花
巻
市
へ
入
る
。 

⑱
花
巻
城 

別
名
鳥
谷
崎
城
で
あ
る
。
花
巻
市
城
内
の
平
山
城
は
、
城
域
六

百
四
十
米
×
五
百
米
、
室
町
～
戦
国
期
創
設
。 

花
巻
城
は
市
中
心
部
よ
り
北
上
川
縁
に
伸
び
た
広
大
な
台
地
一

帯
を
占
め
て
い
た
が
、
旧
城
内
に
は
市
役
所
が
で
き
、
繁
華
街
、

住
宅
地
、
工
場
敷
地
な
ど
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
、
本
丸
跡
、
堀

が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
の
み
。 

本
日
の
温
泉
・
宿
は
、
秘
湯
・
鉛
温
泉
「
藤
三
旅
館
」（
花
巻
市

鉛
字
中
平

75-

1
）
だ
。 

 

奥
羽
山
脈
の
中
腹
、
花
巻
南
温
泉
郷
・
鉛
温
泉
唯
一
の
一
軒

宿
、
藤
三
旅
館
で
あ
る
。
豊
沢
川
畔
昭
和

１６
年
建
築
ケ
ヤ
キ
造
り

三
階
建
て
。
日
本
秘
湯
を
守
る
会
と
新
日
本
百
名
湯
の
宿
で
も
あ

る
。
最
後
の
宿
に
ふ
さ
わ
し
い
。 

館
内
に
は

五
つ
の
温
泉
あ
り
、
す
べ
て
源
泉
百
％
か
け
流
し
。

泉
質
単
純
温
泉
・
ア
ル
カ
リ
性
単
純
高
温
泉
、
泉
源
温
度

５７
℃ 

湯
量
は
豊
富
。
そ
の
中
の
一
番
は
新
日
本
百
名
湯
に
え
ら
ば
れ
、

日
本
一
深
い
自
噴
天
然
岩
風
呂
の
｛
白
猿
の
湯
｝
で
、
天
然
の
岩

を
く
り
ぬ
い
た
深
さ1

.2
5

米
の
立
ち
湯
風
呂
。
身
長
の
低
い
私
は

湯
が
顎
ま
で
来
た
。 

｛
桂
の
湯
｝
は
、
桂
の
木
の
根
元
か
ら
湧
き
出
た
と
い
う
鉛
温

泉
の
由
来
か
ら
名
を
取
っ
た
。
豊
沢
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
湯
船
に
入

り
、
ま
近
か
に
聞
く
野
趣
溢
れ
る
風
呂
だ
っ
た
。｛
河
鹿
の
湯
｝
は

ガ
ラ
ス
面
を
広
く
取
っ
た
湯
治
部
建
物
の
中
に
あ
り
、
廊
下
に
は

被
災
地
新
聞
、
連
絡
ガ
リ
バ
ン
刷
。
湯
船
に
も
被
災
地
か
ら
の
人

が
入
っ
て
い
た
。 

｛
白
糸
の
滝
｝
白
糸
の
滝
を
目
の
前
し
た
展
望
半
露
天
風
呂
。

｛
銀
の
湯
｝
貸
切
利
用
も
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
こ
じ
ん
ま
り



 
 

城
域
は
七
十
米
×
五
十
米
で
標
高1

4
3

米
、
比
高

15
米
を
上
が

る
、
平
城
は
国
指
定
で
石
垣
が
見
事
だ
。
公
園
化
さ
れ
、
近
郊
の
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し
た
風
呂
で
、
早
朝
に
入
浴
し
た
。
他
二
名
が
入
っ
て
い
た
。
こ

の
温
泉
は
こ
れ
ま
で
の
温
泉
の
中
の
、
王
様
で
あ
る
。 

こ
の
旅
の
最
後
の
晩
餐
、
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
、 

北
東
北
の
古
城
と
温
泉
を
巡
っ
た
お
礼
に
・
・
・
中
国
唐
三
大
詩

人
の
一
人
李
白
の
七
言
律
詩
「
金
陵
の
鳳
凰
台
に
登
る
」
を
吟
ず

る
（
藤
川
） 

鳳
凰
台
上
鳳
凰
遊 

 
鳳
凰

ほ
う
お
う

台
上
鳳
凰
遊
ぶ 

鳳
去
台
空
江
自
流 

 

鳳
去
り
台
空
し
く

む
な
し
ゅ
う

し
て 

江こ
う

自お
の

づ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ら
流
る 

呉
宮
花
草
埋
幽
徑 

 

呉
宮

ご
き
ゅ
う

の
花
草
は
幽
徑

ゆ
う
け
い

に
埋
も
れ 

㬜
代
衣
冠
成
古
丘 

 

㬜
代

し
ん
だ
い

の
衣
冠
は
古
丘
と
成
る 

三
山
半
落
晴
天
外 

 

三
山
半
ば
落
つ
晴
天
の
外ほ

か 
 

二
水
中
分
白
鷺
洲 

 

二
水
中
分

ち
ゅ
う
ぶ
ん

す
白
鷺
洲 

總
為
浮
雲
能
蔽
日 

 

總
す
べ
て

て
浮
雲
の
能
く

よ

日
を
蔽
う

お

お

う

が
為
に 

長
安
不
見
使
人
愁 

 

長
安
見
え
ず 

人
を
し
て
愁か

な

し
ま
し 

む 

 

注
：
江
＝
長
江 

 
 

呉
宮
＝
金
陵
（
現
在
の
南
京
）
に
都
し
た
三
国
時
代
の
呉
の
宮
殿 

花
草
＝
花
や
草 

 

幽
徑
＝
静
か
な
暗
い
小
道 

 

古
丘
＝
古
い
丘
、
墓 

 

三
山
＝
金
陵
の
西
南
に
あ
る
長
江
に
臨

み
南
北
に
三
つ
の
峰
が
並
ぶ 

 

浮
雲
＝
浮
き
雲
、
こ
こ
で
は
邪
臣 

 

日
＝
こ
こ
で
は
玄
宗
皇
帝 

 

意
解 

金
陵
の
名
勝
鳳
凰
台
を
訪
ね
、
昔
の
栄
華
の
は
か
な
さ

を
感
じ
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
自
然
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
長
安
を
追

放
さ
れ
た
身
を
嘆
く
詩 

 朗
々
と
吟
じ
給
へ
る
君
の
声
夜
の
し
じ
ま
に
響
き
ゆ
き
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本
紀
美
子
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洋
の
東
西
問
わ
ず
、
城
に
は
人
間
の
怨
念
が
渦
巻
い
て
い
る
。 

５
月
17
日
（
火
）
晴
れ 

8
時

35
分
出
発 

最
後
の
ド
ラ
イ
ブ 

田
舎
道
を
名
残
惜
し
く

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
。 

⑲
高
水
寺
城 

 
平
山
城
、
城
域
は
五
百
五
十
米
×
七
百
米
で
、
１
３
３
５
年
創
設
、 

盛
岡
市
紫
波
町
の
町
指
定
公
園
で
あ
る
。 

⑳
盛
岡
城 



 
 

8

高
校
生
（
男
女
）
が
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
を
抱
え
て
城
内
の
対
象

物
を
選
び
熱
心
に
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
た
。
若
い
先
生
が
生
徒
た

ち
を
見
守
っ
て
い
る
、
新
緑
と
石
垣
が
印
象
に
残
る
。 

紅
の
八
重
桜
咲
く
古
城
跡
君
に

率
あ
と
も

は
れ
歴
史
訪
ふ
旅 

旧
き
友
集
い
て
巡
る
み
ち
の
く
は
地な

震い

の
あ
と
と
て
人
影
少
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本
紀
美
子
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昼
食
は
、
岩
手
名
物
「
わ
ん
こ
そ
ば
」
。
盛
岡
市
盛
岡
駅
前
通
り

の
東
屋
に
立
ち
寄
る
。
古
城
評
論
家
の
平
田
氏
と
倉
橋
氏
が
「
わ

ん
こ
そ
ば
」
に
挑
戦
す
る
。
若
い
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
の
掛
け
声
で
、

噛
む
の
で
な
く
飲
み
込
む
。
そ
れ
ぞ
れ
５２

杯
、

１ ０ ０

杯
で
証
明
書
を

貰
い
、
倉
橋
氏
は
記
念
品
ま
で
も
ら
う
。
盛
岡
駅
で
解
散
し
そ
れ

ぞ
れ
の
帰
途
に
つ
い
た
。 

２
月
に
計
画
立
案
さ
れ
た
北
東
北
の
古
城
と
温
泉
の
旅
は
無
事
、

楽
し
く
終
了
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
山
本
さ
ん
、
平
田
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
山
本
紀
美
子
夫
人
参
加
の
こ
の
種
の
旅
に
参
加

で
き
た
こ
と
は
、
藤
川
に
は
初
体
験
で
し
た
。
今
ま
で
の
男
性
の

み
の
環
境
下
で
は
皆
無
だ
っ
た
、
情
緒
豊
か
に
八
首
の
歌
に
見
ら

れ
る
各
情
景
、
感
動
が
よ
み
が
え
り
、
良
き
旅
の
記
念
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成

23
年
５
月 
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